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 職務要約 

 

コンビナートの化学工場において三交替勤務に始まり、係長、課長、部長とライン業務を３１年経験

しました。その間、３事業部門の新規プロセスの立上げ、プロセス改良、生産管理に従事すると共に

大手石油化学会社とのジョイント事業に参画しました。 

  その後、約１０年間、環境安全管理部門において事業所の安全監査、教育、講演、指導などを 

 、特に保安防災は主担当として会社方針の策定なども行いました。 

 また、約２年関連会社の再構築に関わり、コスト低減により収益を約４倍増としました。 

  

職務経歴 

 

1975.4.1  株式会社 クラレ入社 鹿島事業所 イソプレン製造部に配属される。 

 1989.2.16  鹿島事業所 イソプレン生産第一課副長 

 1991.2.16  鹿島事業所 イソプレン生産技術部 課長 

 1992.3.16  アクリル事業部転籍 共同モノマー（株）三井化学大阪事業所 出向 

 1995.10.1  鹿島事業所 イソプレン生産部生産第一課長 

 1996.6.1  鹿島事業所 イソプレン生産部生産第二課長 

 2001.10.16 岡山事業所 ポバール・エバール生産技術部次長兼生産第一課長 

 2003.4.1  岡山事業所 ポバール・エバール生産技術部部長 

 2006.3.1  技術本部 技術主管 

 2006.10.1  鹿島事業所 環境安全部長 

 2009.6.8  消防庁危険物事故防止対策論文 危険物保安協会理事長賞受賞 

 2012.4.1  東京 CSR本部 環境安全センター 主管 

 2015.7.16  クラレテクノ アクアクララ事業部 堺事務所長 

現在、安全活動コンサルタントとして主に上場企業を指導中。 

 

活かせる経験・知識・能力 

 

安全活動の取組み方についてはセミナーおよび教室での講義などの座学で使われている資料通りにコ

ンビナートの化学会社など多くの企業は活動を既に行っていると思います。 

 しかし、事故は起きていて、その原因もその資料に書いてある通りの場合が多いです。 

 すなわち、安全活動はセミナーおよび講義などの座学以外に実務経験を伝えないと事故は防ぎきれ

ません。朝礼の冒頭で「ご安全に！」と唱和しても肝心の朝礼の内容には「出荷数」「売上金額」ばか

りの結果報告では事故は起こります。 

 私の強みは実務経験があるということで言わば差し迫った課題、緊急時などいざという時に役立つ

とは思います。 

また、私が話す内容は経験談でより現場に近いだろうとは思います。少々、口うるさい安全活動の伝

道者であると認識しています。 

 自己 PR 

  

得意な分野は、 



・生産ライン・プロセスの構築、改良、生産性向上 

・品質向上、歩留まり改善、原価低減 

・品質・環境管理 

・安全管理・保安防災の支援及び教育 

です。特に安全活動については、現場診断で問題点を明確にあぶりだします。その後の具体的な対策

まで指導します。また、全社の安全活動の企画・推進および PDCAについて、経営計画とリンクしての

取り組み方の仕組みづくり、そして実行時のフォローまで行います。 

 


